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災害（風水害）及び気象の一般的知識 

 

１ 気 圧 

大気の圧力。通常、ある地点の気圧はその点を中心とする単位面積上でその上の空気柱の総

重量が相当する。単位はhPa(ヘクトパスカル)を使用する。 

 

２ 高気圧 

高さ（気圧）の同じ面で、周囲よりも気圧（高度）が高く、閉じた等圧線（等高度線）で囲

まれたところ。また、低圧部と低圧部の間の気圧が高い部分の稜線を気圧の尾根という。 

 

３ 低気圧 

高さ（気圧）の同じ面で、周囲よりも気圧（高度）が低く、閉じた等圧線（等高度線）で囲

まれたところ。低気圧は、その発生域や立体構造から温帯低気圧と熱帯低気圧などに分けられ

るが、単に「低気圧」と言った場合には基本的に温帯低気圧のことをいう。また、高圧部と高

圧部の間の気圧の低いところを気圧の谷という。 

 

４ 台 風 

北西太平洋または南シナ海に存在する熱帯低気圧のうち、低気圧域内の最大風速がおよそ

17m/s（34ノット、風力8）以上のもの。なお、熱帯または亜熱帯地方に発生する低気圧の総称

を熱帯低気圧と呼ぶ。風の弱いものから台風やハリケーンのように強いものまである。 

 

４－１ 台風の大きさ 

台風に伴う風速15m/s以上の領域の半径を基準にして次のように決める。風速15m/s以上の

半径が非対称の場合は、その平均値をとる。 

大きさ 風速15m/s以上 

（表現しない） 500㎞未満 

大型：（大きい） 500㎞以上 800㎞未満 

超大型：（非常に大きい） 800㎞以上 

 

４－２ 台風の強さ 

台風の最大風速を基準にして次のように決める。 

強さ 最大風速 

（表現しない） 33m/s(64ノット)未満 

強い 33m/s(64ノット)以上 44 m/s(85ノット)未満 

非常に強い 44m/s(85ノット)以上 54 m/s(105ノット)未満 

猛烈な 54 m/s(105ノット)以上 

 

５ 風 

風速は、10分間平均風速を指し、毎秒×.×ｍ、または×.× m/sと表す。その最大値が最大

風速となる。また、瞬間風速は、風速計の測定値（0.25秒間隔）を3秒間平均した値（測定値12

個の平均値）であり、その最大値が最大瞬間風速。 
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風の強さと吹き方 

（平成12年8月作成）、（平成14年1月一部改正）、（平成19年4月一部改正）、（平成25年3月一部改正）、（平成29年9月一部改正） 

風の強さ 

（予報用語） 

平均 

風速 

(m/s) 

おおよそ 

の時速 

速さの 

目安 
人への影響 

屋外・樹木 

の様子 
走行中の車 建造物 

おおよその 

瞬間風速 

（m/s） 

やや強い風 
10以上 

15未満 
～50km 

一般道路 

の自動車 

風に向って 

歩きにくくな

る。 

傘がさせない。 

樹木全体が揺

れ始める。 

電線が揺れ始

める。 

道路の吹流し

の角度が水平

になり、高速運

転中では横風

に流される感

覚を受ける。 

樋（とい）が揺

れ始める。 
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60 

強い風 
15以上 

20未満 
～70km 

風に向って歩

けなくなり、転

倒する人も出

る。 

高所での作業

は極めて危険。 

電線が鳴り始

める。 

看板やトタン

板が外れ始め

る。 

高速運転中で

は、横風に流さ

れる感覚が大

きくなる。 

屋根瓦・屋根葺

材がはがれるも

のがある。 

雨戸やシャッタ

ーが揺れる。 

高速道路 

の自動車 

非常に強い風 

20以上 

25未満 
～90km 何かにつかまっ

ていないと立っ

ていられない。 

飛来物によっ

て負傷するおそ

れがある。 

細い木の幹が

折れたり、根の

張っていない木

が倒れ始める。 

看板が落下・飛

散する。 

道路標識が傾

く。 

通常の速度で

運転するのが

困難になる。 

屋根瓦・屋根葺

材が飛散する

ものがある。 

固定されていな

いプレハブ小屋

が移動、転倒す

る。 

ビニールハウス

のフィルム（被

覆材）が広範囲

に破れる。 
25以上 

30未満 
～110km 

特急電車 
屋外での行動

は極めて危険。 

走行中のトラ

ックが横転す

る。 

固定の不十分

な金属屋根の

葺材がめくれ

る。 

養生の不十分

な仮設足場が

崩落する。 

猛烈な風 

30以上 

35未満 
～125km 

35以上 

40未満 
～140km 

多くの樹木が

倒れる。 

電柱や街灯で

倒れるものがあ

る。 

ブロック壁で倒

壊するものがあ

る。 

外装材が広範

囲にわたって飛

散し、下地材が

露出するものが

ある。 

40以上 140km～ 

住家で倒壊す

るものがある。 

鉄骨構造物で

変形するものが

ある。 

（注１）強風によって災害が起こるおそれのあるときは強風注意報を、暴風によって重大な災害が発生するお

それのあるときは暴風警報を、さらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは暴風特別警報を発表

して警戒や注意を呼びかけます。なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。 

（注２）平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均です。風の吹き方は絶えず強弱の変動があり、瞬間

風速は平均風速の1.5倍程度になることが多いですが、大気の状態が不安定な場合等は3倍以上になることが

あります。 

（注３）この表を使用される場合は、以下の点にご注意下さい。 

１．風速は地形や周りの建物などに大きく影響されますので、その場所での風速は近くにある観測所の値と

大きく異なることがあります。 

２．風速が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や風の吹き方によって被害が異なる場合があり

ます。この表では、ある風速が観測された際に、通常発生する現象や被害を記述していますので、これ

より大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。 

３．人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。今後、

表現など実情と合わなくなった場合には内容を変更することがあります。 
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６ 高 潮 

主に台風など強い気象じょう乱に伴う気圧降下による海面の吸い上げ効果と風による海水の

吹き寄せ効果のため、海面が異常に上昇する現象。 

 

７ 集中豪雨 

 同じような場所で数時間にわたり強く降り、100mmから数百mmの雨量をもたらす雨をいう。な

お、急に強く降り、数十分の短時間に狭い範囲に数十mm程度の雨量をもたらす雨を局地的大雨

という。これらをゲリラ豪雨ともいう。 

次表は雨の降り方に関する目安である。 

雨の強さと降り方 

（平成12年8月作成）、（平成14年1月一部改正）、（平成29年3月一部改正）、（平成29年9月一部改正） 

１時間 

雨量 

(mm) 

予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 
屋内 

(木造住宅を想定) 
屋外の様子 車に乗っていて 

10以上～ 

20未満 
やや強い雨 ザーザーと降る 

地面からの跳

ね返りで足元

がぬれる 

雨の音で話し声が

良く聞き取れない 地面一面に水た

まりができる 

 

20以上～ 

30未満 
強い雨 どしゃ降り 

傘をさしていて

もぬれる 

寝ている人の半数

くらいが雨に気が

つく 

ワイパーを速くしても

見づらい 

30以上～ 

50未満 
激しい雨 

バケツをひっくり返

したように降る 

道路が川のよう

になる 

高速走行時、車輪と路

面の間に水膜が生じブ

レーキが効かなくなる

（ハイドロプレーニン

グ現象） 

50以上～ 

80未満 

非常に 

激しい雨 

滝のように降る（ゴ

ーゴーと降り続く） 
傘は全く役に

立たなくなる 

水しぶきであた

り一面が白っぽ

くなり、視界が

悪くなる 

車の運転は危険 

80以上～ 猛烈な雨 

息苦しくなるような

圧迫感がある。恐怖

を感ずる 

（注１）大雨によって災害が起こるおそれのあるときは大雨注意報や洪水注意報を、重大な災害が起こるおそ

れのあるときは大雨警報や洪水警報を、さらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは大雨特別警

報を発表して警戒や注意を呼びかけます。なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。 

（注２）数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときには記録的短時間大雨情報

を発表します。この情報が発表されたときは、お住まいの地域で、土砂災害や浸水害、中小河川の洪水害の

発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。なお、情報の基準は地域によって異な

ります。 


